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学校問題 ADR あっせん(仲裁)申立書 
東京弁護士会紛争解決センター 御中 
申 立 年 月 日                  ２０２５年○月○日 

申

立

人 

住

所 
〒100－○○○○ 

 東京都千代田区○○町○○ー○○ ○○マンション○○号室  

氏

名 

○子どもの名前〔ふりがな〕・生年月日・年齢 
（ 東弁 太郎       〔とうべん たろう    〕・○年○月○日生 １１ 歳） 
                     印（※子押印は子が成年の場合のみ）                      

○保護者の本手続上の肩書・名前〔ふりがな〕※保護者欄は子が未成年の場合のみ 
肩書【申立人本人・法定代理人親権者】※本手続への関与の仕方に○ 

（ 東弁 一郎       〔とうべん いちろう  〕）  印 
肩書【申立人本人・法定代理人親権者】※本手続への関与の仕方に○ 

（ 東弁 花子       〔とうべん はなこ   〕）  印                    

TEL ０１２（３４５ ）６７８９ 

申

立

人

代

理

人 

住

所 
〒 
 

氏

名 

TEL  （    ） 
 
                             印 

相

手

方 

住

所 

〒100－○○○○ 

 東京都千代田区○○町○○ー○○ ※登記上の法人所在地を記載して下さい 
 

氏

名 

TEL １２３（４５６ ）７８９０ 

 学校法人△△学園      ※登記上の法人名を記載して下さい 

（相手方が法人の場合の代表者の肩書）※〇をつけてください 
理事長・市区村長・その他（    ） 

（法人代表者名） 東京 次郎                     
相

手

方 

住

所 
〒 

 
氏

名 
 

※子が未成年者の場合（相手方が未成年者となる場合も含みます。）、保護者（親権者）の氏名・本手続

きへの関与の仕方（肩書）をご記入の上、当該未成年者の氏名・年齢をご記入ください。 

※保護者が当事者（申立人又は相手方）となる場合でも、子どもの氏名・年齢をご記入ください。  

東 

東 
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第１ 申立の趣旨（申立人が相手方に対し求める結論） 
次の１から３の番号から選択して○印をしてください。また、必要に応じて空欄を補充して

ください。 
 
１ 金員（       円）の支払い 
２ 相当な金員の支払い 
３ 次の具体的行為 
     
   ・相手方は、申立人に対し、2024 年○月○日起きた事故について、事実と原因を解明 

     し明らかにする。 

・ 相手方は、申立人に対し、２０２４年○月○日に相手方の教頭先生が家庭訪問をしてき 

た際に、申立人に対して、「早く学校に来ないと友達がどんどん離れていくぞ」と述べた 

ことについて、謝罪する。 

 
とのあっせんを求めます。 
 
第２ 申立の理由（申立人が相手方に対し主張する申立の根拠） 
１ 本件は、 
 学校事故、いじめ、体罰、性的トラブル、不登校、その他（           ） 
に関する紛争です。 
※上記の項目から本件において該当する項目を選択し、○印をしてください。また、必要に応

じて空欄を補充してください。 
 
２ 具体的事実 
（１）当事者の関係 

 東弁太郎（以下「申立人」といいます。）は、学校法人△△学園△△△小学校に通う小学

５年生の男の子です。相手方は、学校法人△△学園△△△小学校です。 

 

（２）申立人の学校での事故 

 ○○○○年○月○日、学校法人△△学園△△△小学校で、申立人が教室の掃除をして

いるときに、同じクラスの弁郎くんが振り回した箒が申立人の目に当たり、けがをしました。

担任の先生が事故当時教室内にいたため、事故後、申立人は担任の先生に連れられて保

健室に行きました。その後、申立人は、保健の先生の判断ですぐに眼科で診断を受けまし

た。申立人は、この事故で目に全治２週間のけがを負ったものの、幸いにも傷は完治して、

後遺症や傷跡が残ることもありませんでした。 

もっとも、申立人は、今回の事故で目をけがしたことがよっぽど怖かったのか、事故以

来、学校を休んでおり、けがが治った現在も不登校を続けています。また、今回の事故の原
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因を教えてほしいと学校に申し出たのですが、学校からは何も教えてもらえませんでした。 

また、２０２４年○月○日、教頭先生が家庭訪問をしてきた際に、申立人に対して、冗談

めかして「早く学校に来ないと友達がどんどん離れていくぞ」と発言したことについて、申

立人本人はとても傷ついています。 

 

（３）相手方へ求めたいこと 

  まず、学校側には誠意をもって、今回の事故の事実と原因を解明して教えてほしいと思い

ます。また、相手方の教頭先生が、家庭訪問時に申立人に心無い言葉をかけて更に申立人

を傷つけたことについて、申立人本人に謝罪してほしいと考えています。 

 
 
 
 

立証方法 
１ 診断書 

２ 
３ 
※申立の理由を基礎付ける証拠がある場合には、その写しを添付してください。 

添付書類 
１ 申立書 ３通 

２ 証拠書類(写し) ３通 

３ 戸籍全部事項証明書 １通 

４  相手方の履歴事項全部証明書  1 通 

※原則として、申立書３通と証拠書類の写しを各３通添付してください。 
※法人の場合には、その法人の代表者事項証明書または履歴事項全部証明書（原本）を添付し

てください。 
※申立人又は相手方が未成年者の場合には、その親権者がわかる書類（戸籍※３カ月以内には

行されたもの）を添付するとともに、当事者欄にも未成年者名及び親権者名を記載してくださ

い。 
※代理人が就く場合には、委任状を添付してください。 

 


